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平成23年４月22日 

各   位 

東 京 都 中 央 区 晴 海 一 丁 目 ８ 番 1 0 号

株 式 会 社 カ ー ビ ュ ー

代 表 取 締 役  松 本  基

（ コ ー ド 番 号 ： 2 1 5 5  東 証 マ ザ ー ズ ）

問合せ先：取締役管理本部長 金子 昭一

電 話 番 号 ： （ 0 3 ） 5 8 5 9 － 6 1 9 0

当 社 の 親 会 社 ： ソ フ ト バ ン ク 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長  孫  正 義

（ コ ー ド 番 号 ： 9 9 8 4  東 証 第 一 部 ）

 

業績予想の修正及び特別損失計上に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向を踏まえ、平成22年４月２７日の平成22年３月期決算発表時に開示した平成23年３月期の業績

予想を修正するとともに、下記の通り特別損失の計上を行うこととなりましたのでお知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正  

【連結】                                        （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 5,000 800 800 450 7,134円70銭

今回修正予想（Ｂ） 4,901 652 660 262 4,167円59銭

増減額（Ｂ－Ａ） △98 △147 △139 △187 － 

増減率（％） △2.0% △18.5% △17.5% △41.6% － 

前期実績（平成22年３月期） 4,471 617 638 427 13,611円77銭

【個別】                                                               （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 4,900 800 800 450 7,134円70銭

今回修正予想（Ｂ） 4,803 621 630 235 3,733円78銭

増減額（Ｂ－Ａ） △96 △178 △169 △214 － 

増減率（％） △2.0% △22.3% △21.2% △47.7% － 

前期実績（平成22年３月期） 4,364 596 617 412 13,138円81銭

 

２． 業績予想の修正の理由 

 当社は、平成23年３月期においては、前年度までの方向性を踏襲しつつ、「ソーシャル化」と「インターナショ

ナル化」をより積極的に進めるべく、海外事業及びＳＮＳ事業を中心に投資活動を進めてまいりました。 

海外事業における新サービスの提供開始、ＳＮＳ事業における「みんカラ＋」加盟事業者数の増加等により、売

上高は概ね堅調に推移いたしました。しかしながら、人員の採用、サーバの増強等の先行投資が想定を上回る結果

となり、営業利益、経常利益ともに業績予想を下回る見通しとなりました。 

また、３月11日に発生した東日本大震災の今後当社への経営環境へ与える影響を検討し、特別損失を計上するこ

ととなりました。当社では、東日本大震災による直接の損失は僅少でありましたが、広告出稿の低減、電力供給問

題等、今後の経営環境に与える状況は不透明であると考えております。このような中、幅広いサービスへの投資の

継続は既存事業へも影響を与え兼ねないことを鑑み、その結果、特別損失を計上することとなりました。これによ

り、当期純利益が業績予想を大幅に下回る見通しとなり、修正するものであります。 

なお、期末配当金につきましては、変更はございません。 
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３． 特別損失の計上 

平成23年３月期におきまして連結・個別ともに下記の通り計上いたします。 

 

① 特別損失計上の理由 

・採算性の低いオークションサービスを終了させることとし、固定資産除却損を計上いたします。 

・ソーシャルアプリケーションサービスにつきまして、その提供により、当社が展開するＳＮＳサービス「みんカラ」の新規ユー

ザーの獲得と海外展開を見込んでおりましたが、その実現には時間を要すると判断し、終了を決定致しました。この終了に

伴う費用として、固定資産除却損、減損損失、その他特別損失を計上いたします。 

・オフィスレイアウト変更に伴う資産の処分費用を有形固定資産除却損として計上いたします。 

・東日本大震災における被災地への災害義援金として20百万円を寄贈するとともに、被災地に所在し事業活動が困難な状

況の取引先にかかる売掛金に対して、その回収可能性を考慮し、貸倒引当金を計上いたします。 

・「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）の適用に伴い、期首時点で発生する影響額を計上いた

します。（なお、本件につきましては、当第１四半期に既に計上済みであります）。 

 

② 特別損失明細 

項目 通期計上額 
当第４四半期 

計上額 

固定資産除却損 33 百万円 33 百万円 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 12 百万円 － 

減損損失 166 百万円 166 百万円 

災害による損失 22 百万円 22 百万円 

その他特別損失 18 百万円 18 百万円 

合計 253 百万円 240 百万円 

 

 

以上 

 

※本資料の業績予測につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社において判断した見通しであり、潜在的なリスク

や不確実性を含んでおります。実際の業績は、様々な要因の変化により、これら業績見通しとは異なる結果となることをご承知

の上、投資判断を下さる様お願いいたします。 


